






上野原遺跡第10地点における石材選択について

八 木 澤 一 郎

AChoiceofStoneMater ia l s inNo .１０PointofUenoharaS i te

Yag i s awa I ch i r o

要旨
藁科哲男氏のエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析による元素分析に基づく産地分析により，第10地点から出土し

た黒色安山岩には，西北九州産安山岩（佐賀県多久産および長崎県崎針尾産安山岩）と，鹿児島県内産である
上牛鼻産安山岩とが含まれることが，科学的に同定された。さらに器種ごとに石材の依存度を示すことで，こ
の黒色安山岩が特定の器種で多用されていることを明らかにした。以上のことにより第10地点の早期後半期の
人々が，消費地側の日常生活において必要不可欠な石器の石材に遠隔地で産出する石材を多用している実態を
明らかにし，当時の人々の交流・流通圏の一端を示すと同時に，当時の社会システムの解明に迫ることができ
たと確信する。

キ ー ワ ー ド 縄 文 時 代 早 期 西 北 九 州 産 安 山 岩 石 材 選 択 交 流 ・ 流 通

１ は じ め に
平成４（1992）年度から平成6(1994b)年度にか

けて行われた，国分市上之段に所在する上野原遺跡
第10地点（以下，第10地点と略する。）の調査では，
縄文早期後半期における多種多様な石器群の出土が
確認できた（鹿児島県立埋蔵文化財センター2001b)。

この第10地点は，標高約260mの独立したシラス台
地のうち南東側にあたり（第１．２図参照），縄文
早期中葉期から後葉期の時期に属する約15万点ほど
の遺物が，約2,30cmから50cmほど堆積したアカホヤ
火山灰の下層であるⅥ層やⅦ層から出土した（第３
図参照）。帰属時期が明確に判断できる土器（第５
図参照）では大部分が早期後半期に属することから，
土器埋納遺構・石斧埋納遺構・集石遺構などの遺構
（第４図参照）や石器などの遺物（第６図参照）も

早期後半期に属すると判断した（鹿児島県立埋蔵文
化財センター2000.2001a)。

また，第10地点で出士した石器の石材選択につい
て，報告者の富田は，「剥片石器に用いられている
石材の中で，黒色安山岩（玻璃質安山岩）の占める
害１合が高い。既知の原産地は佐賀県多久市周辺であ
る。遠隔地の石材の占める割合が高い。」と指摘し
ている（鹿児島県立埋蔵文化財センター2001a)もの
の，これまでこれらの遺物に対して原産地に関する
科学的分析がなされたことはなかった。そのため一
部の研究者から，黒色安山岩の原産地が南九州にあ
るのではないか，という指摘がなされているのが現
状である。

今回，黒色安山岩に分類された石器について科学
的分析を行ったところ，興味深い結果が得られたの
に加え，第10地点で出土した石器について器種別の
石材選択が行われている状況が認められたので，併
せて報告する。

２黒色安山岩の産地分析結果
さて今回，黒色安山岩製剥片６点について京都大

学原子炉実験所藁科哲男氏にエネルギー分散型蛍
光Ｘ線分析による元素分析に基づく産地分析を依頼
する機会が得られた。分析の対象とした６点の遺物
は,R -11．12．13．14区とP-15･16区のいずれ
も，縄文早期後半の時期を主体とするⅥ層から出土
した，黒色安山岩製剥片である（第７．８図）。
分析の結果，藁科哲男氏によれば，これらの黒色

安山岩は佐賀県多久産，長崎県崎針尾産，多久産原
石より高確率で帰属した市ノ原34遺物群，鹿児島県
上牛鼻産の遺物と同定された（第１．２表参照）。

今回の分析により，縄文早期後半期の第10地点に
は西北九州産安山岩が伝播していることが明確にな
った。

３第10地点出土石器の石材選択について
前節で縄文早期後半期の第10地点には西北九州産

安山岩が伝播していることを明確にした。そこで次
に第10地点で出土した石器において，器種ごとにど
のような石材が選択されているかを見ていくことに
する。第10地点で出土した石器のうち7,862点を対象
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第１図霧島・桜島地形断面図 第２図上野原台地周辺地形および上野原ﾃｸﾉﾊー ｸ旧地形・ﾃｸﾉﾊー ｸ内遺跡分布図
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第５図縄文時代早期後葉前半期土器出土状況図
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第７図剥片出土分布図
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第８図使用痕剥片・加工痕剥片出土分布図
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第６図縄文時代後半期石器出土状況図
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第１表上野原遺跡第10地点出土安山岩製遺物の原材産地分析結果

JG-１:標準試料-Ando,A.,Kurasawa,H.,0hmori,T.&Takeda,E.1９７４compilationofdataontheGJS
geochemicalreferencesamplesJG-1granodioriteandJB-1basalt.GeochemicalJournal,
Vol.8175-192(1974)

第２表上野原遺跡第10地点出土安山岩製遺物の元素比分析結果

第４表剥片石器類における黒色安山岩・黒曜石
使用点数および使用割合第３表上野原遺跡第10地点出土石器器種別点数

第５表礫塊石器類における安山岩・砂岩類・
頁岩使用点数および使用割合
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に（第３表参照），器種ごとに使用された石材の割
合を示したのが第４．５表である。

まず注目できるのは，剥片石器類では黒色安山岩
と黒曜石の占める割合が89.9%(5980点中5375点）
と高い比率を示していること，これに対して礫塊石
器類では安山岩・砂岩・頁岩の占める割合が94.7％
（1847点中1749点）と高い比率を示していることで

ある。
次に剥片石器類における器種別構成をみると，異

形石器の90.5％（21点中19点），箆状石器の83.8％
（37点中３１点），石匙の67.4％（92点中62点），削

器の73.3％（116点中８５点），掻器の59.0％（161点
中９５点）がそれぞれ黒色安山岩で占められ，彫器や
模形石器および剥片類では黒色安山岩と黒曜石とが
ほぼ２分する状況が確認された。ただし，石雛では
黒曜石が53.4％（543点中290点）を占め，３８．５％の
黒色安山岩と比べて割合が高くなっていることが注
目できる（第４表参照）。
第３に礫塊石器類では礫器の98.2％（733点中720

点）が安山岩で占められ，石Ⅲ．磨石・敲石・凹石
ではほぼ安山岩と砂岩類とで，石斧類では頁岩と砂
岩類とで構成されていることが明らかとなった（第
５表参照）。
以上のことから，縄文早期後半期の第10地点での

人々は，器種ごとに依存する石材があったこと，特
に剥片石器類のうち，異形石器では黒色安山岩を意
図的に選択し，箆状石器・石匙・削器・掻器では黒
色安山岩に依存し，石嫉では黒曜石を多用していた
など，石材の依存度に差があったことを明らかにす
ることができた。

では，肉眼観察から西北九州産黒曜石（佐賀県腰岳
産および長崎県針尾島産黒曜石）や東北九州産黒曜
石（大分県姫島産）に比定されている石器が，多数
出土している。

このように，消費地側の日常生活において必要不
可欠な石器の石材に，遠隔地で産出する石材を「日
常使用する石材」として依存している蓋然性が高ま
ったことは，当該期における交流・流通圏を明らか
にするだけでなく，当時の社会システムの解明に迫
るうえでの貴重な一歩であった。
今後は，さらに鹿児島県内産である上牛鼻産安山

岩との峻別を行うことで，時期別あるいは器種別石
材選択の動向をさらに明らかにできると考えている。

本報告を草するにあたり，報告書刊行において石
器部分を担当した冨田逸朗氏と，今回分析を行うに
おいて選別段階から企画した宮田栄二氏と，分析を
行っていただいた藁科哲男氏にご教示を得ました。
記して感謝いたします。
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４ お わ り に
今回特記できるのは，藁科哲男氏の分析により，

第１0地点出士の黒色安山岩には，西北九州産安山岩
（佐賀県多久産および長崎県崎針尾産安山岩）と，

鹿児島県内産である上牛鼻産安山岩とが含まれるこ
とが，科学的に同定されたことである。
また剥片石器類のなかでも特に異形石器では約

90％を黒色安山岩が占めており，異形石器に黒色安
山岩を積極的に選択していた実態を明らかにするこ
とができた。

さらに箆状石器・石匙・削器・掻器などの器種で
は黒色安山岩を多用していたことが明らかになった。
このことは，早期後半期の第10地点の人々にとって
黒色安山岩が必要不可欠な石材の一つであったこと
を示している。

また，今回は科学的分析を行えなかったが，剥片
石器類のうち多くを占める石材の一つである黒曜石
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